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分
科
会
続
々
開
催 

七
月
の
設
立
総
会
は
来
賓
を
含
め
百
二
十
名

の
校
友
を
集
め
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
が
当

日
参
加
出
来
な
か
っ
た
校
友
も
参
加
し
て
各

地
区
で
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。 

分
科
会
は
各
地
区
と
も
総
会
に
劣
ら
ぬ
盛
り

上
が
り
を
見
せ
、
来
年
二
月
二
十
三
日
（
日
）

の
第
二
回
総
会
を
楽
し
み
に
し
つ
つ
散
会
し

た
。 

★ 

分
科
会
開
催
日 

九
月
十
四
日 

前
ヶ
崎
地
区 

九
月
二
十
一
日 

向
小
金
地
区 

九
月
二
十
八
日 

長
崎
、
野
々
下
地
区 

九
月
二
十
九
日 

松
ヶ
丘
、
名
都
借
地
区 

十
月
六
日 

駒
木
台 

美
田 

十
太
夫
地
区 

十
月
二
十
日 

深
井 

江
戸
川
台
地
区 

十
一
月
十
六
日 

平
和
台
地
区 

十
二
月
六
日 

江
戸
川
台
地
区 

右
下
の
写
真
は
松
ヶ
丘
公
民
館
に
お
け
る
分

科
会
開
催
時
の
写
真
で
す 

 

流
山
稲
門
会
の
応
援
で
優
勝 

平
成
十
四
年
十
一
月
二
日
我
が
早
稲
田
大
学

は
宿
敵
慶
応
大
学
を
撃
破
し
東
京
六
大
学
野

球
春
秋
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
た
。
連
覇
は

一
九
九
一
年
の
慶
応
以
来
十
一
年
ぶ
り
、
早

稲
田
と
し
て
は
一
九
五
○
年
以
来
五
十
一
年

ぶ
り
で
あ
る
。
試
合
は
エ
ー
ス
和
田
が
制
球

難
に
苦
し
み
、
８
回
ま
で
同
点
の
な
か
流
山

稲
門
会
の
応
援
激
励
に
よ
り
一
年
生
竹
内
の

二
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
押
し
切
り
、
９
回
和

田
が
ぴ
し
ゃ
り
と
押
さ
え
四
対
二
で
優
勝
を

決
め
た
。 

翌
３
日
も
田
中
の
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で

九
対
二
で
勝
ち
点
五
と
し
た
、
和
田
は
９
回

に
登
場
２
三
振
を
奪
取
し
記
録
を
４
７
６
個

と
積
み
上
げ
た
。
松
ヶ
丘
の
校
友
西
川
氏
達

六
名
が
創
立
さ
れ
た
『
早
稲
田
ス
ポ
ー
ツ
』

新
聞
も
健
在
で
あ
り
一
部
１
０
０
円
に
て
飛

ぶ
よ
う
な
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
。
又
チ
ア
リ

ー
デ
ー
ィ
ン
グ
も
華
や
か
さ
を
増
し
、
花
を

そ
え
る
姿
は
今
昔
の
感
が
み
ら
れ
た
。 

 

早
稲
田
祭
復
活 

運
営
方
法
を
め
ぐ
り
中
断
し
て
い
た
早
稲
田

祭
が
６
年
ぶ
り
に
復
活
十
一
月
二
、
三
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ン
ド
ン
屋
サ
ー
ク
ル

な
ど
話
題
性
の
高
い
３
０
０
に
及
ぶ
サ
ー
ク

ル
が
参
加
し
た
。
流
山
稲
門
会
校
友
も
来
年

は
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

二
十
一
世
紀
プ
ロ
グ
ラ
ム 

我
等
が
早
稲
田
大
学
は
、
「
世
界
的
研
究
教

育
拠
点
形
成
の
為
の
重
点
的
支
援
二
十
一
世

紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
申
請
を
行
な
い
、

慶
応
大
学
と
同
じ
５
件
の
研
究
教
育
拠
点
に

つ
い
て
選
定
さ
れ
た
。 

（
一
）
化
学
・
材
料
科
学
実
践
的
ナ
ノ
化
学

教
育
研
究
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
カ
デ

ミ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
二
）
情
報
・
電
気
・
電
子
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
カ
デ
ミ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
三
）
人
文
科
学
演
劇
の
総
合
的
研
究
と
演

劇
学
の
確
立 

（
四
）
人
文
科
学
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ

ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー 

（
五
）
学
際
・
複
合
・
新
領
域
現
代
ア
ジ
ア

学
の
創
生 

 
 
 
 

(

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
転
載) 
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建
学
精
神
を
確
認 

と
も
す
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
建
学
の
精
神
を

創
刊
号
で
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。 

早
稲
田
大
学
教
旨 

 

 

早
稲
田
大
学
は
学
問
の
活
用
を
本
旨
と
為

す
を
以
て
学
理
を
学
理
と
し
て
研
究
す
る
と

共
に
之
を
実
際
に
応
用
す
る
の
道
を
講
し
以

て
時
世
の
進
運
に
資
せ
ん
事
を
期
す
。 

 

早
稲
田
大
学
は
模
範
国
民
の
造
就
を
本
旨

と
為
す
を
以
て
個
性
を
尊
重
し
身
家
を
発
達

し 

国
家
社
会
を
利
済
し
併
せ
て
広
く
世
界

に
活
動
す
可
き
人
格
を
養
成
せ
ん
事
を
期
す
。 

 

学
問

の
独
立 

「

学

問

の

独

立

」
は

、
「

在

野

精

神

」

「

反

骨

の

精

神

」
と

結

び

合

い

ま

す

。

早

稲

田

大

学

は

、
自

主

独

立

の

精

神

を

持

つ

近

代

的

国

民

の

養

成

を

理

想

と

し

て

、
権

力

や

時

勢

に

左

右

さ

れ

な

い

、
科

学

的

な

教

育
・
研

究

を

行

っ

て

き

ま

し

た

。 

学
問
の
活
用 

も
ち
ろ
ん
、
近
代
国
家
を
め
ざ
す
日
本
に
と

っ
て
、
学
問
は
現
実
に
活
か
し
う
る 

も
の
で

あ
る
こ
と
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

つ
ま

り
「
学
問
の
活
用
」
で
す
。
安
易
な
実
用
主

義
で
は
な
く
「
進
取
の
精
神
」
と
し
て
、
早

稲
田
大
学
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
な
り
ま
し

た
。
模
範
国
民
の
造
就
庶
民
の
教
育
を
主
眼

と
し
て
創
設
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
。 

 

そ
の
３
つ
め
の
建
学
の
理
念
が 

「
模
範
国

民
の
造
就
」
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
進
展
す
る
現
代
、
豊
か
な 

人
間
性
を
持

っ
た
「
世
界
市
民
の
育
成
」
と
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

建
学
の
理
念
と

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
早
稲

田
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の
財
産
。
早
稲

田
人
が
ひ
と
し
く
身
に
つ
け
る
校
風
で
す
。

(
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
転
載) 
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流山稲門会 役員氏名  連絡先 

 会長  西川誠之  (向小金)   1964 卒 商学部  

 04-7173-7341 

 副会長  松田展夫  (十太夫)   1963 卒 文学部 独文 

 04-7152-6756 

 同  詫摩太郎  (美原)   1966 卒 理工学部 電気  04-7152-7371 

 幹事長  鈴木一嘉  (野々下)   1965 卒 商学部  

 04-7145-7787 

 副幹事長 水上春男  (東深井)   1969 卒 理工学部 応化 

 04-7152-1614 

 同  干葉道生  (東初石)   1971 卒 教育学部 社会 

 04-7155-5164 

 同  笠井敏晴  (名都借)   1972 卒 教育学部  

 04-7146-9923 

 会計  広田利充  (南流山)  1984 卒 商学部  

 04-7159-1982 

0000000000

0000000000
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0000000000

0000000000

0000000000

0000000000

0000000000
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ゴ
ル
フ
同
好
会
よ
り 

 

第
三
回
千
葉
県
下
稲
門
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

月
日:

 

三
月
十
八
日 

火
曜
日 

場
所:

 

京
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

電
話:

 

〇
四
三
䢣
二
二
八
䢣
一
五
三
一 

費
用:

 

一
万
九
千
円 

流
山
稲
門
会
よ
り
二
組
以
上
参
加
予
定
で
す
、

ぜ
ひ
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

連
絡
先 

松
岡
℡
七
一
五
三
䢣
四
八
一
六 

 

登
山
同
好
会
よ
り 

登
山
同
好
会
は
向
小
金
地
区
の
懇
親
会
席
上

で
提
案
さ
れ
発
足
：
人
生
一
回
は
冨
士
山
へ

登
ろ
う
：
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

《
富
士
登
山
計
画
》 

月
日
二
〇
〇
三
年
九
月
五
～
六
日
（
土
、
日
） 

雨
天
順
延 

九
月
十
二
～
十
三
日
（
土
、
日
） 

募
集
定
員 

:
 

２
０
名
以
内 

：
事
前
に
軽
い

ハ
イ
キ
ン
グ
と
適
応
力
を
チ
ェ
ッ
ク
。 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー:

高
森 

茂
氏
（
六
十
二

年
理
工
応
化
卒
）
計
画
詳
細
は
別
途
参
加
者

に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
、
早
め
に
応
募
し
て

く
だ
さ
い
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。 

連
絡
先 

高
森
℡ 

七
一
七
四
䢣
六
三
四
六 

 

早
稲
田
地
ビ
ー
ル
登
場 

早
稲
田
大
学
周
辺
商
店
連
合
会
が
９
月
９
日

に
早
稲
田
地
ビ
ー
ル
を
発
売
し
た
、
味
は
ピ

ル
ス
ナ
ー
タ
イ
プ
で
一
本
２
８
０
円
で
あ
る
。 

ビ
ン
の
色
は
当
然
早
稲
田
カ
ラ
ー
の
小
豆
色

で
初
回
出
荷
は
１
４
０
０
本
で
あ
る
。
お
早

い
う
ち
の
お
買
い
求
め
を
お
勧
め
す
る
。 

流
山
散
策
同
好
会
よ
り 

古
き
よ
り
、
風
光
明
媚
の
地
と
謳
わ
れ
た
流

山
も
常
磐
新
線
開
発
工
事
の
開
始
と
共
に
周

辺
が
変
身
し
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
は
あ
ま

り
関
心
を
払
わ
な
か
っ
た
周
辺
の
状
況
や
未

だ
に
し
っ
か
り
と
残
さ
れ
て
い
る
見
過
ご
せ

な
い
流
山
の
遺
産
を
探
求･

散
策
す
る
歩
く 

同
好
会
で
す
。 

参
加
自
由･

 

最
寄
り
の
電
車
駅
・
バ
ス
の
停

留
所
に
集
合
し
ス
タ
ー
ト
。 

道
案
内
兼
連
絡
係 

漆
野
達
夫
（
六
十
七
年

法
）
℡ 
七
一
五
二
䢣
七
七
八
六 

   

ア
シ
ス
タ
ン
ト 

梅
沢 

登(
四
十
八
年
専
門) 

ラ
ー
メ
ン
同
好
会
よ
り 

東
葛
地
域
で
美
味
し
い
ラ
ー
メ
ン
店
の
情
報

を
交
換
し
ま
せ
ん
か
、
広
く
麺
類
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
（
つ
ま
り
美
味
い
蕎
麦
屋
や
ウ

ド
ン
屋
も
大
歓
迎
で
す
）。 

柏
、
松
戸
、
我
孫
子
の
稲
門
会
に
も
声
を
か

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
松
戸
に
幅
広
麺

の
ラ
ー
メ
ン
屋
（
ま
る
で
き
し
め
ん
み
た
い
）

が
十
月
に
開
店
し
た
そ
う
で
す
が
食
べ
た
方

お
ら
れ
ま
す
か
。
平
和
台
の
《
中
島
》
チ
ャ

シ
ュ
ー
が
も
う
少
し
厚
け
れ
ば
合
格
で
す
ね
、

私
の
薦
め
る
の
は
独
特
な
味
の
《
桂
花
》
か

れ
こ
れ
二
十
五
年
前
で
し
ょ
う
か
、
熊
本
本

店
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
い
き
ま
し
た
、
さ

す
が
と
思
っ
た
が
、
そ
の
時
が
っ
か
り
し
た

の
は
新
宿
に
も
二
ヶ
所
支
店
が
あ
る
と
聞
か

さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。 

柏
に
で
き
た
と
聞
き
さ
っ
そ
く
食
べ
に
行
き

ま
し
た
よ
。 

ラーメン情報は 笠井までメールで 

E-mail：kasai387@koalanet.ne.jp 

-3-

E
-m

a
il：

u
t-u

ru
@

m
b
e
.s

p
h

e
re

 n
e
.jp

 

E
-m

a
il：

 
S

-ta
6
3
6
4
@

s
e
a
.p

la
la

.o
r.jp

 

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

00000000000000000000



                      

                      -4- 

流
山
稲
門
会
設
立
に
あ
た
り 

平
成
十
二
年
十
二
月
の
校
友
会
千
葉
支
部
総

会
に
は
じ
め
て
出
席
し
た
が
、
流
山
の
旗
は

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
十
三
年
度
も
や
は
り

同
じ
で
あ
っ
た
。
千
葉
支
部
の
千
葉
会
長･

角

田
幹
事
長
か
ら
名
簿
人
口
千
二
百
余
名
を
数

え
る
流
山
が
未
だ
に
稲
門
会
結
成
に
至
っ
て

い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
、
な
ん
と
か
し
て

欲
し
い
と
強
く
要
望
さ
れ
、
さ
ら
に
奥
嶋
前

総
長
か
ら
も
同
様
の
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
の

時
流
山
か
ら
出
席
さ
れ
て
い
た
校
友
の
水

上･

千
葉･

広
田
各
氏
の
現
役
員
に
十
二
年
度

出
席
の
松
田
さ
ん
を
加
え
て
準
備
委
員
会
を

発
足
さ
せ
た
次
第
で
す
。 

南
北
に
長
い
流
山
を
独
断
と
偏
見
で
百
五
十

名
平
均
で
１
区
か
ら
８
区
ま
で
区
分
け
し
て
、

皆
の
電
話
作
戦
で
更
に
８
人
各
地
区
の
担
当

役
員
を
お
願
い
し
、
名
簿
の
確
認
か
ら
設
立

総
会
へ
と
突
き
進
ん
だ
わ
け
で
す
。
早
稲
田

マ
ン
は
多
士
済
々
で
、
独
自
の
人
生
観
を
貫

い
て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、
群
れ
る
の
を
嫌

わ
れ
る
方
も
当
然
居
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、

血
気
盛
ん
な
時
は
生
き
る
事
に
無
我
夢
中
で

過
ご
し
て
き
て
、
何
時
か
来
た
道
を
振
り
返

っ
た
と
き
に
同
じ
地
域
に
同
窓
の
方
が
居
ら

れ
る
と
言
う
事
が
、
人
生
を
更
に
豊
か
に
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
皆
様

に
働
き
か
け
た
わ
け
で
す
。
若
者
は
若
者
同

士
、
ま
た
女
性
と
も
ど
も
共
有
出
来
る
も
の

を
模
索
し
、
た
ま
に
は
群
れ
て
「
都
の
西
北
」

を
歌
い
ま
し
ょ
う
と
言
う
会
が
あ
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
地
元
に
密
着
し
た

共
有
出
来
る
も
の
を
探
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

会
則
で
は
「
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
地
域

社
会
お
よ
び
早
稲
田
大
学
の
発
展
に
寄
与
す

る
」
事
を
最
大
の
目
的
に
し
て
い
ま
す
、
具

体
的
に
は 

① 

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
同
じ
地
域
内

で
の
「
同
窓
生
」
の
確
認
と
「
仲
間
意
識
」「
連

帯
感
」
「
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
」
の
発
掘･

醸

成
。 

②
地
域
毎･

年
代
毎
・
趣
味
を
同
じ
く
す
る
同

好
会･

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
追
求
な
ど
色
々
楽

し
め
る
要
素
を
ま
と
め
る
活
動
を
助
成
。
た

だ
し
こ
の
場
合
原
則
と
し
て
参
加
費
用
は
受

益
者
負
担
。 

③
地
域
社
会
へ
の
連
帯
や
ボ
ラ
ン
テ
ァ
活

動･

啓
蒙
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
の
貢

献
。 

④
創
立
１
２
５
周
年
を
迎
え
る
母
校･

早
稲

田
大
学
の
発
展
に
卒
業
生
と
し
て
可
能
な
限

り
の
寄
与
。 

等
な
ど
が
当
面
の
目
的
で
あ
り
、
皆
で
楽
し

め
る
会
に
し
て
行
き
た
い
。（
西
川
誠
之
） 

流
山
稲
門
会
へ
の
入
会
方
法 

む
ず
か
し
い
手
続
き
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
、

会
費
も
徴
収
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
設

立
総
会
参
加
費
の
一
部
を
運
営
費
（
総
会
で

の
承
認
事
項
）
と
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
は
近
く
の
役
員
宅
ま
で
電
話
を
か
け
て

み
て
下
さ
い
。
思
わ
ぬ
出
会
い
の
窓
口
が
広

が
り
ま
す
よ
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

校
友
会
千
葉
支
部
大
会
の
報
告 

十
二
月
七
日
千
葉
市
幕
張
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
お
い
て
本
校
校
友
会
千
葉
支
部
大
会
が
開

催
さ
れ
た
、
流
山
稲
門
会
稲
門
会
と
し
て
は

初
め
て
の
参
加
で
あ
り
、
あ
い
に
く
の
小
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
県
下
四
五
〇
名
の
会
員
が

つ
め
か
け
た
。 

今
回
は
新
総
長
を
迎
え
て
の
初
め
て
の
大
会

で
あ
り
ま
ず
第
一
部
と
し
て
白
井
総
長
の
講

演
が
十
五
時
半
か
ら
行
わ
れ
、
そ
の
後
第
二

部
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
広
く
県
下
の
校

友
と
顔
を
合
わ
せ
る
好
機
で
あ
り
お
互
い
に

話
が
弾
み
、
宴
た
け
な
わ
に
は
ハ
イ
ソ
の
ジ

ャ
ズ
演
奏
や
抽
選
会
も
あ
り
盛
り
上
が
り
を

み
せ
た
。
最
後
は
や
は
り
真
打
で
あ
る
応
援

団
の
リ
ー
ド
に
よ
り
【
都
の
西
北
】
を
全
員

で
合
唱
、
そ
の
歌
声
は
会
場
全
体
に
こ
だ
ま

し
た
。 

総
会
開
催
予
告 

第
二
回
流
山
稲
門
会
の
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
、
第
一
回
総
会
に
負
け
な
い
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
前
回
は
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合
わ
な
か
っ
た
校
友
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時: 

二
月
二
十
三
日
（
日
） 

 
 
 

三
時
よ
り
七
時
ま
で 

場
所:  

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ 
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  流山稲門会 会長 西川 誠之 

  1964 年 商学部卒（向小金在住） 

白井総長と流山稲門会会員 


